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（論文内容の要旨） 
 
 本論文は、｢増殖するカタチ｣をテーマに、自然物をモチーフにした自身の彫刻表現について考察した
ものである。 
 初めに私にとって増殖とはどのようなものなのかを明らかにする。私はこれまで増殖を象徴するもの
として木や珊瑚そして雲などの自然物をモチーフに作品を制作してきた。それは無限に近い広がりや、
力強さを自然物から私が感じ取ったからである。また、自身の木彫作品の制作において寄木技法を用い
ている。この「寄木」が、私には増殖だと思われる。なぜなら私の寄木は、木材を足しては彫り込み、
またそこに別の木材を足して彫り込む、そうして量とカタチをどんどん膨らませていく制作方法をとっ
ているからである。それが本論のタイトルをつけた理由の一つである。 
 
第１章 増殖するもの 
 幼少期の体験を振り返り、増殖するものへの興味をもったきっかけを探り、それによってつくられる
カタチを考える。そして、自身の増殖のキーワードとなる寄木についても言及する。仏像彫刻に用いら
れる寄木技法の歴史をふまえながら、寄木が増殖の感覚を表現するのにいかに適しているかを論じる。
また、自然物を陸、海、空の３つに分けて増殖のカタチを考察する。自然物とは、一つ一つのカタチは
小さく、集まると、巨大な力をもつ存在になると私は考えている。この考察により増殖するカタチとは、
固有数の部分がなく、決まりのないカタチである事が明らかとなった。 
 
第２章 彫刻の要素 
 世界中に存在する巨大なものを例に、それらを目にした時の感覚や影響を考え、自身が大きな作品を
制作する時の思いを述べていく。しかし、巨大なものを追い求める中で、実在する自然（物）からみれ
ば、作品自体は縮小されたものにしかならないという考えも生じた。その縮小という感覚から盆栽を想
起し、日本における縮小の美を探ることとなる。そして、彫刻と建築がつくりだす空間にもふれ、自身
の空間の活用のしかたを述べる。また、彫刻の大切な要素として、すべての存在に「軸」があると私は
考えている。物体と自然物の根本的な違いなどを考察しながら、自身の作品における軸の必要性につい
て論じる。 
 
  
    
 
第３章 自作品の解説 
 私がこれまで制作した作品を、時間軸に沿って解説する。その作品制作課程で感じた事や、扱った様々
な木の特性などにも言及する。また、この時間軸は、提出作品のモチーフに辿り着くための非常に重要
な過程であるため、これを分析し考察した。 
 
第４章 提出作品の解説 
 提出作品は増殖するものについての研究を元に、モチーフを雲に絞り、展示空間や部屋などを考慮し
て制作した。 
 《Mass》では、展示する部屋の空間に作品を合わせた結果、空間に余白がないと増殖するものが広が
る様子が表せず、むしろ制限されたようにみえることが明らかとなった。 
 《Momentary menace》では、縮小の考察により盆栽をテーマに、自然現象を鉢にいれるという試みが
生まれた。これにより盆栽といえば木という自らがつくった縛りから、開放されることになる。それは
盆栽から盆景への転機につながり、今後、様々な風景、情景の表現が可能になるであろう。 
 《Tornado》では、実際の展示空間にある特定の場所をつかうことで、２つの視点から見ることのでき
る作品を制作した。視点によって作品の印象が、立ち上がるもの、落ちていくものにも見えるような視
覚的な変化を生みだした。また、増殖するもののカタチの共通性も発見できた。 
 
おわりに 
 これまでの作品制作また論文での考察を通して、増殖するものカタチとは、輪郭が一定ではないとい
うことが明らかとなった。私が制作してきたカタチの共通の意識は、輪郭に決まりがないということで
ある。木も珊瑚も雲も如何様なカタチにもなることができる。そのため、私は制作課程の中でデッサン
をする時、大まかな輪郭しか描かない。ではどのようにして輪郭となるカタチを決定するのか。それは
２つあり、１つは寄木による量感のバランスである。寄木を繰り返す中で、私の作品の輪郭は決定され
ていくのである。そして、もう１つが軸である。寄木がカタチの外を決定するためのものであるとすれ
ば、軸はカタチの中心を決定するものなのである。その軸が基準となり作品の自立や、カタチの始まり
をつくることにつながってくる。このことから私の作品が、「寄木」と「軸」から成り立っているといえ
る。 
 また、「増殖」という拡大していく様を考える中で、実在する自然との比較により、反対の存在、縮小
する世界にも目を向けることになった。そこから縮小の表現を考察すると日本人の縮小させることへの
特化性というのが見えてきた。巨大な自然物にしか憧れていなかった自身の中に縮小の感覚が芽生えは
じめ、増殖するカタチと共に縮小の感覚を元にした作品も考えることにもなったのである。 
 こうして、陸、海、空の世界に存在する増殖するカタチをつくることができた。自身の中で一つの区
切りをつけることになる。しかし、「増殖するカタチ」そのものが、何を意味するのかはまだ見えていな
い。ただ、今、言えるのは私がつくる増殖する自然物を通して、作品がつくりだす世界感に包み込まれ
るような感覚を感じてもらいたいということである。 
 そして、これからも私は増殖するカタチを考究していきたい。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、木彫による作品と取り組んできた筆者が、その彫刻の美、造形のあり方について、主に二
つの切り口から考察したものである。その二つとは、「増殖」と「巨大（と対極としての縮小）」という
キーワードである。 
 論文の構成は、第一章が「増殖するもの」、第二章が「彫刻の要素」、第三章が「自作品の解説」、そし
    
 
て最後の第四章が「提出作品の解説」となっており、それに「はじめに」と「おわりに」がついている。 
 第一章「増殖するもの」では、筆者の幼少時の自然体験の思い出を語るところから始められる。アリ
の飼育キットで、アリがつくる巣の増殖する形態の魅力に目覚める。この「増殖」というものを、筆者
は日本の仏像で、平安時代から鎌倉時代に発展した「寄木造り」の技法と重ねての考察を行う。木材が
寄せ集められ、一つの巨大な仏像となる寄木に、自然界の増殖する形態と共通する世界を発見し、単な
る仏像制作の一技法としての寄木を、一つの思想、世界観の表明であると考える。そこから珊瑚礁や植
物の増殖する魅力と通じる彫刻のあり方を見いだす。 
 第二章「彫刻の要素」では、大きさ、サイズの問題が取り上げられる。同じ形態をした造形物でも、
そのサイズによって、見る者の受ける印象は大きく異なるが、筆者は、その「大きさ」の意味を探究す
る。アメリカの大地に繁る巨木、さらには気象現象など大きなものを視野にいれ、一方で、エルネスト・
ネトやアントニオ・ガウディの建築など巨大な作品の、その大きさゆえの魅力を探る。そして話は一転
して、巨大なものの対極にある縮小の表現、盆栽に魅せられた思いなどが綴られる。そして、そのよう
な大きさの問題と、空間の関係へと考察は展開し、浄土寺の快慶の仏像などの分析が行われ、最後に「軸」
という視点から、これまでのさまざまな論考が、まさに一つの軸へとまとめられていく。 
 第三章、第四章は、自作解説であるが、ここまでの論考で検討された、彫刻における「増殖」するも
の、巨大なもの（縮小したもの）、そして軸などをベースにして実作された作品が取り上げられ、解説さ
れていく。第三章では、筆者の過去の作品群が、そして第四章では提出作品が俎上に載せられる。作品
についての評価は、この論文審査結果でなく、作品審査結果に書かれている通りであるが、それらの作
品の造形的、美的な根拠が、本論文で語られているわけである。その作品と論文は不即不離で、本論文
によって、彫刻作品のコンセプト、制作の背景にある動機、また筆者の彫刻観が語られ、この論文によ
っていかに彫刻研究がなされてきたか明らかになる。このように、本論文は、その作品理解の一助とし
ても、また芸術作品の考察の記録としても意義があるものである。 
 筆者はこれまで、竜巻、雲、それに珊瑚礁などの自然の形態をモチーフに彫刻作品をつくってきた。
そこには巨大な造形が、そして増殖する造形が存分に盛り込まれている。それが論文で語られ検証され
ることで、彫刻世界は一段と深みをもってみえてくる。 
 このように本論文は、彫刻への考察としても、また作品の掘り下げのためのガイドとしても意義があ
るものである。その水準は、博士論文として十分なものであり、よって本論文を合格とする。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 海谷慶は、これまで木を素材に選び、主に「寄木」という技法を用いて制作を続けてきた。「寄木」と
いう技法は作品のスケール、形に対する自由度が高く、不定形な広がりを見せる自然物（木、珊瑚、雲
など）をモチーフとしている海谷にとって、作品を具現化するためには必要不可欠な技法である。「増殖
するカタチ」という今回のテーマは、「寄木」という技法の特性を活かし、制作、研究を積み重ねる中で
必然的に見出された研究テーマである。 
 作品「Mass」は、台風がモチーフとなっている。仰瞰ではなく、俯瞰からの視点で捉えられた台風の
フォルムからは、海谷が増殖するものへの興味の発端として挙げているアリジゴクの巣やアリの巣穴の
フォルムが連想される。作品タイトルである「Mass」は、視覚的に捉えることのできる空間の充実だけ
ではなく、見えていない空間（下層、地下）の充実をも意味している。レリーフ状に広がる作品の中心
付近に位置づけられた台風の眼は、観者の意識を作品の下層へと導き、私たちが干渉することのできな
い増殖する世界（自然の自立した営み）の存在を意識させる。 
 作品「Momentary menace」は、「Mass」にできた台風の眼（見えない軸）に焦点が当てられている。こ
の作品は「盆栽」の形式が作品に取り入れられており、形式上「鉢」（地平）の存在が前提となっている。
    
 
その「鉢」の上に配置されるモチーフ（竜巻）は矢庭に本来のスケールと意味が剥奪され、見えない軸
を探し求めた痕跡としてのフォルムだけが形として残されることとなる。一見すると、増殖とは逆のベ
クトルが働いているかのように見える作品ではあるが、彫刻を見えないものとの相対として成立させて
いる、という点において他の作品と同様の取り組みだといえる。 
 作品「Tornado」は、今回の展示の中心となる作品であり、これまでの研究内容が総括された作品であ
る。2008年に制作された「脅威の記憶」は垂直方向へ、2009年に制作された「Oasis」は水平方向への増
殖する形によって見えない「境界」を示してきた。「Tornado」は水平と垂直の形を組み合わせた構成と
なっており、高さ2800(mm)、最大幅3000(mm)という大作である。仰瞰と俯瞰、双方からの視点を想定し
制作された作品のフォルムは、観者の足を自然と展示フロア上階へと移動させ、下層と上層の「空間の
差異」の体験へと導く。この下層と上層の異なるイメージを繋いでいるものは、海谷のいう「見えない
軸」であり、質の異なる空間の衝突と「増殖するカタチ」を支え、作品を跳躍させている。 
 以上３点の提出作品は表現、内容において学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 海谷慶君は学部卒業制作時から「増殖するカタチ」をテーマに木彫作品を制作してきた。彼が制作す
る巨大な作品は「寄木」という技法を用いらざるをえず、この二つのことが学部、修士、博士を通じて
一貫して作品制作の両輪のキーワードになっている。 
 巨大な自然物をモチーフに制作を始めるきっかけとなったのは、カンボジアのタ・ブローム遺跡を旅
したことに始まる。遺跡に絡まり増殖しつづけるガジュマルの大木を見た衝撃が卒業制作「脅威の記憶」
という作品になった。修了制作としてサンゴの増殖を彫刻にした「Oasis」を制作した。そして今回、
「Tornado」と題し竜巻をモチーフに制作している。自然界にある様々な形態を「カタチ」にしてきたわ
けである。 
 平安時代後期、定朝により完成された、仏像造像技法の寄木造りとはもちろん、海谷君の表現技法は
異なるが、日本の伝統技法が制作する上で根底に流れていることは明らかである。そのうえで、彼の寄
木は作品が完成するまで繰り返し続けられるという方法をとる。今回の「Tornado」を制作するにあたり、
作者は寄木という方法を強く意識し、今後の作品の展開に可能性を見ている。そして、その方法で作ら
れた作品の前に立つと大きさ、木彫の表現、自然物というモチーフと相まって大変心地よい感覚に包み
込まれるようである。一方「巨大なカタチ」と正反対の「縮小するカタチ」の方向の制作もあり、展開
の巾を感じることができる。 
 論文において、上記の事を、これまでの軌跡をたどりながら過不足なく的確に記している。 
 博士作品の３点は雲をモチーフにしたものである。「Tornado」は文字通り、竜巻を形にしたもので、
垂直に立つ軸と上部に広がる、渦巻状の平らな円形の雲の形を魅力的なディテェールで表現している。
大学美術館のロビーという展示空間を意識し、２階のテラスからも見下ろせるよう配慮されており、作
品の場所という彫刻にとって大切な空間意識も鋭い。メインとなるこの作品は、スケールも大きく優れ
た作品である。「Mass」は台風の渦巻を彫刻にした。雲の彫りが的確である。「Momentary menace」は盆
栽のスタイルを取った、竜巻の形で「縮小」のタイプの作品である。細部にも神経が行き届き、完成度
が高い。 
 審査員一同、作品、論文を総合的に高く評価した。 
 
